
3/12 11:00

住民行動調査
住民がいつどこにいたかを調査

時系列線量分布図作成
位置ごとに、時系列の線量を表示

外部被ばく線量の推計

全県民（約２０２万人）を対象に福島県が調査した、原発事故発生直後からの各個人の行動
パターンが、放射線医学総合研究所が開発した外部被ばく線量評価システムに入力され、個人
の外部被ばく線量が評価される。

質問票による
行動調査

3/12 10:00

避難開始

3/12 11:00

避難完了

住民の健康不安の軽減 住民の長期的な健康管理に資する
基礎的なデータの提供

２つの情報を統合・
解析することにより
住民の個人毎の被ば

く線量を推計



放医研が開発した外部被ばく線量評価システムで用いる計算アルゴリズム

行動パターン調査

積算実効線量計算

福島県健康管理調査の問診票により行動パターンを調査

調査対象期間：2011年3月12日〜7月11日の4ヶ月間
調査項目 ：滞在（場所、時間、建物の造り）

移動（場所、時間）

線量率マップ

3月12日〜14日：SPEEDIの評価結果
3月15日以降：文科省公表のモニタリングデータ

SPEEDIと文科省データから一日平均の実効線量率マップ
を作成

2km×2kmのメッシュに区分け
離散データをソフトで内挿しマップ化

文科省：周辺線量当量率
SPEEDI：実効線量率

周辺線量当量率は0.6を乗じて
実効線量率に換算

＊自然放射線の値を含まない。

移動元の領域の当
該日の実効線量率

（μSv/h）

移動先の領域の当
該日の実効線量率

（μSv/h）

積算実効線量計算 行動パターン及び線量率マップから実効線量を評価

その領域の当該日
の実効線量率
（μSv/h）

屋内滞在
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線量低減
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＋

2
×

その領域の当該日
の実効線量率
（μSv/h）

屋外活動
時間
（h）

×

屋内

屋外

移動中

（IAEAで設定された値を参照した）

・屋内・屋内・移動中の合計が一日の実効線量
・調査期間の合算が積算実効線量

建物の造り 3月12-14日まで 3月15日以降

屋外及び移動中 1.0 1.0
平屋あるいは

2階建て木造建屋屋内
0.9 0.4

平屋あるいは2階建て
コンクリート建屋屋内

0.6 0.2

鉄筋/鉄骨鉄筋コンクリート
3階建て以上建屋

0.2 0.1

移動時間
（h）



3月12日 3月13日 3月14日 3月15日

外部被ばく線量評価システムに使用されている
時系列線量分布図

4月14日 5月14日

３月１６日以降については、文部科学省が公表しているモニタリングデータを利用した。

文部科学省が公表しているモニタリングデータが利用できない３月１２日から１５日のうち、３月１２日から１４日までの３
日間は、本年６月に原子力安全・保安院が公表した放射性物質の放出量データを用いて、緊急時迅速放射能影響予測ネットワーク
システム（ＳＰＥＥＤＩ）により計算された結果を適用し、３月１５日については、３月１６日のデータと同じとした。

6月13日 7月11日

使用している線量分布図


